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１３．児童の登校が困難と予測される場合の原則 

下記の原則に基づき、登校については保護者の判断で決定するようにしてください。 

下記の場合、欠席とはなりません。 

 

（１）警報発令の場合 

☆学校と最寄り駅のある豊中市・箕面市又はいずれかの地域の『警報（暴風・大雨・洪水・大雪等）』発令を 

基準とする。 

  ①『警報（暴風・大雨・洪水・大雪等）』が発令されたときは、次のようにします。 

イ ６：００の時点で発令されているとき、自宅待機。 

ロ ９：００までに解除されていたとき、３時間目登校（１０：３０朝の会） 

ハ ９：００までに解除されない場合、特別警報の場合は臨時休校 

ニ １１：００の時点で警報が解除されているとき、１２時よりわくわく HOMEを実施 

致します。（弁当持参で登校） 

ホ 登校後、発令されたとき、学校長の判断により集団下校又は学校待機措置を決定いた 

します。 

   

②『警報』が発令されなくとも、交通混乱が予想される場合は、無理な登校はしない。 

  

（２）気象災害・地震・事故等の場合 

居住地域において、『警報』が発令された時や、浸水・大雪・地震などがあったとき、または、交通混乱が 

予想される場合、無理な登校はしない。 

①６：３０の時点で、阪急電車（宝塚線と箕面線）、阪急バスの両方またはいずれかがストップしている場合 

は、学校は臨時休校です。 

 

②通学途上で地震のため交通機関が不通になった場合も休校とします。 

  ※この場合、ご家庭で決まりをつくり、それによって動いてください。学校からは、学校と家の半分で判断して 

います。近い方へ向かいます。鉄道が不通の場合は、鉄道会社の指示に従います。 

 

③交通機関が不通の間は、開通するまで休校とします。 

 

④交通事情や被災されたため登校が不可能な場合は、学校にご連絡いただき、指示を受けてください。 
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警報発令時の登校規定について 

（１）6：０0の時点で、警報（暴風警報、大雨警報、洪水警報、大雪警報等）が発令されている場合は、自宅待機 

とします。尚、特別警報の場合は臨時休校とします。 

※警報発令区分は、学校と最寄り駅がある豊中市・箕面市またはいずれかの地域。 

ただし、次のときは警報発令地域居住の児童のみ自宅待機とし学校は平常どおり行います。 

 

暴風、大雨、洪水、大雪等各警報が豊中市・箕面市以外の北大阪と大阪市、兵庫県の阪神地域または

いずれかの地域に発令されたときは、警報発令地域居住の児童のみ自宅待機とします。ただし、保護者

が安全を確認できたときのみ、警報発令居住の児童でも登校できます。 

 

（２）6：０0～8：20までに警報が発令された場合 

※自宅出発前…自宅待機 登校後…学校待機 

 

（３）各警報が 9：00までに解除されない場合は、臨時休校とします。 

※9：00までに解除された場合は、3時間目（10：３0開始）より通常授業。安全に気をつけて登校してくだ 

さい。 

※もし遅れても、遅刻とはみなしません。登校できない場合も各自の状況に応じて欠席にはなりません。 

 

（４）8：20以降に発令された場合 

学校長の判断により集団下校あるいは学校待機措置を決定いたします。 

尚、下校の決定は「れんらくアプリ」にて保護者に連絡し、安全と公共交通機関を確認の上で下校させます。 

・集団下校の決定は、「れんらくアプリ」で連絡します。その後、教員が学年ごと方面別に引率して集団下校 

します。 

 

（５）わくわくＨＯＭＥ 

11：00 時の時点で、警報が解除されている場合は、12：00～19：00 まで実施します。お弁当持参での

登校となります。又、通常通り下校班の対応も行います。長期休業中（春休み・夏休み・冬休み）も、同様の

対応とします。 

 

 

◎警報発令がない場合でも、自宅付近の安全登校が確保できない場合は、自宅待機してください。 
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地震発生時の児童の安全確保について 

（１）地震のため、６：３０の時点で、阪急電車（宝塚線と箕面線）、阪急バスの両方または、いずれかがストップし 

ている場合は、学校は臨時休校です。 

 

（２）通学途上で地震のため交通機関が不通になった場合も休校としますが、児童には次のように指導して 

います。 

  

・駅員さん、運転手さん、あるいは乗客の大人の人の指示に従って行動する。 

・生命を守ることを第一に考え、勝手な行動をしない。 

・連絡が（携帯電話などで）取れる場合は、家か学校に連絡する。 

・歩く場合は、家か学校か、どちらか近いほうに行くようにする。 

（通学途上、家からどの辺りまでであれば家に帰るか、お子様と話し合って決めておいてください。） 

 

（３）学校にいる間 

●平素から、地震・火事の避難訓練をしていますが、児童の安全を確保いたします。学校の避難場所は小学 

校運動場です。やむを得ず校外に出なければならない場合、その場所を明らかにします。 

●家庭への連絡方法は、一斉メール配信を基本に、その時の状況により配慮しますので、よろしくお願い 

します。 

 

（４）交通機関が不通の間は、開通するまで休校とします。不通が長引く場合は、学校から連絡・指示します。 

 

（５）交通事情や被災されたため登校が不可能な場合は、学校にご連絡いただき、指示を受けてください。 

 

以上、児童の安全確保のため、ご理解くださいますようよろしくお願いします。 
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